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活 動 名  団 体 名 ひろせ冒険遊び場運営委員会 

冒険遊び場 in ひろせふれあいの丘 
地   域 広島県福山市 
代 表 者 会長 橘高 昇吾 
支援金額 20 万円 

活動概要  

「危険」「汚い」などの理由で親たちから制限されているような、工作道具や材料・火・水などを思う存分使え

る「遊び場」を豊かな自然環境の中に用意する。この「遊び場」では大人は見守るだけで、口出し・手出しは

極力行わない。こうした大人の干渉をできるだけ排除し子どもたちの好奇心・冒険心のままに遊べる環境を

作り出すことで、想像力や自主性・協調性を育めるような活動を行っています。 

基本的に「なんでもしていい」遊び場を開催するために３つの要素を用意しています。 

①壊したり、作ったり、走り回ったり、火を焚いたり、水浸しにしていい「場所」 

②ノコギリ・カナヅチ・クギ・スコップ・マッチ・ナイフ・ダンボール・新聞紙・木・竹・布・水など自由に使って

いい「物」 

③子ども同士がケンカしても危ないことをしようとしていても（大きな危険がない限り）汚れそうなことでも何

かにチャレンジして失敗しそうでも… 見守っていられる「雰囲気」 

◆実施時期 

2014 年 4 月～2015 年 3 月まで合計 12 回開催 

広瀬ふれあいの丘 広島県福山市加茂町北山 

◆参加人数 

大人 216、 子供 270 

参加総人員：486 名 

  

「火遊び」 火遊びがだんだん盛り上がって右側の写真に。 

その後左下。消火遊びに 

「作る遊び」 左上 雨の日も工作。 

左下 たき火でベッコウアメづくり  右 ベッコウアメも大人

気 

「水遊び」 左 助成金で設置した水道。                           水遊びは楽しいね～ 
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◆実施に伴う効果 
 

・尾道で冒険遊び場をやりたいという人たちがひろせ冒険遊び場に来られて、遊具のない冒険遊び場

の様子を見てもらうことができました。 

・他の福山と笠岡の冒険遊び場開催日にも積極的に参加し、お互いに協力し合うことができました。 

・広瀬学区としては、この冒険遊び場の活動で広瀬の良さを知ってもらえた 2 家庭が広瀬に引越して来

ることになり、両家庭の 2 人のお子さんが 2015 年度から新一年生として広瀬小学校に入学することに

なりました！しかも、そのおかげで 2015 年度は 1 年・2 年生が単式になったんです！ありがとうござい

ました。 

◆苦労した点 
 

10 月の開催日は朝から 1 日中雨だった為か、過去最小人数の 3 人を記録しましたが、「雨でもやっ

てるよ」を貫き 1 日開催しました。 

資金の面では、収入の大きな割合を占める夏祭りの飲み物販売が寒い夏のためか、あまり売れず思

っていたほどの収入にはなりませんでした。 

今年度は参加者数が伸びにくかったですが、前回申請時とは違い利用者の成熟が見られ、手出し・

口出しをしない、ゆったりとした雰囲気というものは確実にできていると実感しました。 

出張開催について募集は継続して行っているのですが、まだ開催地が決まるほどの件はありません。

引き続き機会を待つことにしています。 

◆今後の課題・発展の方向性 
 

2015 年度は良い雰囲気を維持しつつも、すそ野をより広げるためにチラシの改良、配布を強化する

予定です。また、活動をより行いやすく、パワフルにするためにメンバーを増やします。 

5 月末には広瀬地域をあげてのイベントにあわせて初の 2 日間連続開催を行います。 

◆活動を終えての感想・意見等 
 

今年度助成金を頂いたことで、トイレの問題と水道の問題を解決することができ、より遊び場をゆっくり

楽しんでもらえる環境が整いました。これから暖かくなるのでしっかり水遊びを楽しんでくれるのを楽しみ

にしています。ありがとうございました。 

 

左上 倒木の橋をわたって山を探険！ 左下 雨の日も子どもはよく遊ぶね～ 右 木登りも楽しー 


